～知的障害児が交通機関を利用する際の困難～

· 幼少時期の知的障害児（特に自閉症児）は、見た目では障害の有無がわからないこと、保護者自身が障害を受容・理解できていないため、周囲に障害について適切な説明が出来ず、より一層、困難が増している。

＜自閉症児の場合＞

危険を理解できない。「止まれ」「危ない」「黄色い線の内側」など、制止や、禁止の言葉が理解できない。「＊こだわり」が強く、何度、注意しても言うことをきかない。

ホームでは手をつないでいないと危険。奇声を発したり、ぐるぐる回ったり、奇妙な行動を取る。多動でじっとできない。

　

電車・・・自分の好みの電車にこだわり、行き先に関係なく乗ろうとする。電車が入ってくるところを見たくて、線路に身を乗り出す。ぎりぎり、ホームの端を走る。

新幹線・・予約を理解できないので、目の前にある新幹線に乗ろうとする。好きな形の新幹線

　　　　　に乗りたがる。席を立って、歩き回る。最初はトイレの音が怖かった。

バス・・・朝は父親が付き添い、帰りは母親か、週1～２回、ヘルパーがお迎えする状況で

定期が買えなくて不便。ひとりで通学する可能性がない場合、特にバスの場合は

１枚の定期で、本人と介助者が乗れるようにして欲しい。

飛行機・・窓際の席にこだわる。チケットを買うとき「自閉症で、迷惑をかけるといけないので、窓際の席を３席続きで確保して欲しい。」というと「発作はないか」とか「飛行機に乗った経験はあるか」と聞かれる。発作があろうが、経験がなかろうが、こちらが配慮して欲しいと言わない限り、質問されるようなことではないと思う。

☆　交通機関（電車、バス）を利用せざるを得ない理由

　車は、母親が運転している間、１人でじっと座っているのは難しく、危険。

　療育機関や、医療機関が遠いことが多い。

　校区内の学校に通えなくて、遠方の学校に通学することも多い。

· 希望すること

· トラブルに対応できるように、各駅に駅員の配備。

· 公共交通機関関係者に知的障害の基礎知識の研修をお願いしたい。

· 行き先をあらかじめ決めずに利用できる障害者用のカード。（イオカード・ｓｕｉｋａ）

· 通学定期の場合、介助者同伴の定期を発行して欲しい。

· 介助者の金額負担を減らすためのシステムを簡素化して欲しい。

（現在の割引手続きは、窓口発行で時間がかかるので、待つことが苦手な自閉症児同伴の場合、大きな負担になる。）

・　混雑時間帯の通学専用車両（子ども、障害者が利用できる）

